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世界史B　21 琉球王国と朝鮮・日本

1,琉球とは	

　　┌環(　　　　　)1海世界=日本、中国、台湾、朝鮮半島、東南アジアの諸地域=の要	

　　├ヨーロッパからもLequio Maior=「大(　　　　　)2」と呼ばれる	

　　└東アジアにおける地域間海上交流の中心として繁栄	

　　┌「(　　　　　　)3」=自称→語源は「沖合にある漁場(なわ）」との説	

　　└「(　　　　　　)4」は7世紀「随書」に「琉求國」　明代に「琉球」	
!
2,沖縄の歴史	

①後期旧石器時代	

　　┌(　　　　　　)5諸島(九州~奄美~沖縄~台湾)---最終氷河期にはアジア大陸と陸続き	

　　└日本最古の完全な出土人骨=(　　　　　　)6人=1967年具志頭村で発見。1万7000年前。	

②(　　　　　　)7時代　（日本の縄文時代~平安時代まで。弥生以後の後期）	

　　1919年に本島中部の荻堂で貝塚が発掘されて以来、各地で発掘調査	

　前期(縄文時代中期=約5500~4500年前=以降にあたる) 狩猟・採集中心　水田は見つかっていない	

　　┌土器---(　　　　　　)8式土器に類似→縄文文化の影響	

　　└「(　　　　　　)9の道」---貝輪、螺鈿の材料となる貝(夜光貝)を大量に日本へ。	

　　(　　　　　  　)10諸島=宮古・八重山諸島---下田原式土器→台湾先史時代の土器と共通点	

　後期(弥生時代=B.C.1000年頃~平安時代=8~12世紀にあたる)	


　　後期末12世紀に(　　　　　　)11耕作が普及	

③古琉球時代　(11世紀~1609年)	


１１世紀末頃　各地に(　　　　　　)12(あじ)とよばれる支配者が誕生	

　　按司たち→(　　　　　　)13に着目→武器として、さらに農具として利用・社会的支配者に成長	

　⇒12~15世紀ころ(第二尚氏王統成立まで)を特に「(　　　　　　)14=城=時代」	

１４世紀中頃	

　　 沖縄本島に、(　　　　　　　)15=北山(山北)・中山・南山(山南)=の３つの小国家が成立	

　　┌稲作の生産力の発展を背景とする有力グスクの首長	

　　└明・日本・東南アジアとの交易を通じて覇を競い合う	

1429年　中山の(　　　　　)16巴志=位1421~39による全島統一⇒「(　　　　　　)17王朝」時代	

　第一尚氏王統(1429~1469)	


　　┌(　　　　　　)18城を王都とする　明から琉球国王に(　　　　　　)19	


　　└(　　　　　　)20港の整備→中国、日本、朝鮮、東南アジア諸国との交易を推進	

1447年　(　　　　　　　)21大島を服従させる	

　五代尚泰久(位1453^60)	

　　┌明の永楽通宝をモデルに大世通宝を鋳造	

　　└1458年　(　　　　　　)22津梁の鐘を制作---交易による繁栄を願う　	

　第二尚氏王統(1470~1879)	


1469年　重臣金丸が国王に即位→(　　　　　　)23王(位1469~76)	


　三代(　　　　　　)24王 (位1477~1526) →琉球王国の黄金時代	

　　┌1500年石垣島の按司オヤケアスハチの乱を平定し、(　　　　　　　　)25諸島を征服	

　　├1522年与那国島を征服	

　　├地方の按司たちを首里に集居させる→中央集権化	

　　└国民の刀剣、弓矢を(　　　　　　)26→国内争乱を防止	

　明の(　　　　　　　)27に拠点　朝貢貿易→中国と東南アジア諸国との中継貿易	

　　　┌琉球から明へは火薬の原料の(　　　　　　　)28と軍馬	

　　　└アユタヤ王国、マラッカ王国、パタニ王国、日本などとも積極的な交易	


・尚　・宗　・石　・貝　・琉球(3)　・奄美(2)　・宮古　・港川　・那覇　・福建　・首里　・先島　・薩摩　・尚円　・尚真　	

・己酉　・縄文　・南西　・貝塚　・万国　・三山　・按司　・鉄器　・硫黄　・没収　・冊封　・朝貢　・水稲　・慶賀　	

・謝恩　・貢納　・倭館　・八重山　・東シナ　・グスク　・うちなー　

④近世琉球時代　(1609年~1879年の琉球処分まで)	


1609年　島津家=(　　　　　　)29藩→琉球を武力侵攻→薩摩の侵攻　	

　　┌(　　　　　　)30大島など沖縄本島より北の島々を薩摩藩に奪われる　	

　　├沖縄本島とその南の(　　　　　　)31島、八重山諸島は薩摩藩の監督支配下に	

　　└薩摩の重税→琉球の石高9万石の3割の(　　　　　　)32	


　　　→琉球王府はさらに宮古・八重山に人頭税(15~50歳)→「人頭税(　　　　)33」	

　　目的→琉球の明との「冊封=(　　　　　　)34関係」に基ずく貿易による利益	

　　┌中国に対して、対外的には独立国家の体裁を保つ	

　　├江戸幕府に国王、将軍の代替わり毎に(　　　　　　)35使、(　　　　　　)36使派遣の義務。	

　　├東南アジア中継貿易の拠点	

　　└中国の文化・諸制度と日本の文化が融合して琉球独特の芸術文化が爛熟	

3,朝鮮王朝=李朝と日本	

　清の冊封体制---朝鮮、琉球、ヴェトナム、タイ、ビルマの組み込み・国際交易の維持	

1607年　江戸幕府と国交回復⇒朝鮮国王と幕府将軍=大君の外交関係の成立 

1609年　(    　　　　      )37約条締結❖a	


❖a---15世紀中期に対馬を統一した(   　　　   )38氏を仲介として結ぶ。朝鮮との貿易再開。通商船は年20隻までと
する。釡山に外交事務所として「(     　　　    )39」設置。	


┌朝鮮[  　　　　      ]40---日本の将軍の代替わりに際し朝鮮から派遣。1607年から計12回。	

　　　　　　　　　　　　6隻の外洋船。『正使』以下500人。滞在半年。	

└日　本　国　王　使---朝鮮国王の代替わりに際し日本(幕府)から派遣。　　→対等な関係

三山 グスク(城)跡 那覇港

尚真王 首里城 守礼の門


